
        

 

 

 

                

 

 

夏
を
越
す
祭
り 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
世
界
が
お
の
の
き
憂
い
、 

 

拡
大
防
止
人
命
救
助
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
収
束

が
待
た
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
国
の
神
社
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
流
行
鎮
静
祈
願
神
事
」
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
神
社
で
は
毎
朝
午
前
八
時
、
大
祓
詞
を
奏
上
し
、
神
様
に
朝

の
御
食
事
を
お
供
え
す
る
「
御
日
供
祭
」
に
終
息
祈
願
祝
詞
を
奏

上
し
て
い
ま
す
。 

と
り
わ
け
一
日
、
十
五
日
に
は
宮
司
以
下
神
職
・
巫
女
が
月
次

祭
を
奉
仕
し
浦
安
舞
を
舞
い
ま
す
。
舞
の
歌
詞
は
昭
和
天
皇
様
が

朝
の
海
と
い
う
お
題
で
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
御
製
、 

「
天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
海
の
ご
と
く
に
波
立
た
ぬ
世
を
」

で
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
神
社
で
は
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
日
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
ひ
た
す
ら
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
夏
越
祭
は
大
夏
を
迎
え
て
疲
れ
が
ち
な
心
身
を
清
め
新

た
に
す
る
禊
の
神
事
で
す
。 

社
殿
の
前
の
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
を
清
め
、

疫
病
に
か
か
る
こ
と
な
く
暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
と
い
う
伝
統

的
な
行
事
で
す
。 

今
年
は
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
御
神
輿
海
上
渡
御
、
花
火
大
会
を

始
め
諸
行
事
が
中
止
と
な
り
、
例
年
に
な
い
静
か
な
夏
祭
り
に
な

り
そ
う
で
す
。 

皆
さ
ま
に
は
茅
の
輪
を
お
く
ぐ
り
に
な
り
、
無
病
息
災
を
お
祈

り
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

母
の
分 

も
一
つ
く
ぐ
る 

茅
の
輪
か
な 
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茅の輪（７月２９日・３０日に設置されます） 

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば 

お

に

っ

く

さ

い

つ
き
な
み

さ
い

ぎ
ょ
せ
い

あ
め
つ
ち 

み
そ
ぎ 

お

み

こ

し

か

い

じ

ょ

う

と

ぎ

ょ

ち  わ 



 

茅

の

輪

守 

無
病
息
災
・
延
命
長
寿
ご
守
護
茅
の

輪
守
を
７
月
中
頒
布
し
て
い
ま
す
。

玄
関
や
店
先
な
ど
に
お
飾
り
下
さ

い
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
社
務
所

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

ち 
 

 
 

わ 

ま
も
り 

お初穂料 
１０００円 

武
塔
神

む
と
う
の
か
み

と
茅ち

の
輪 

亀
山
八
幡
宮
は
夏
越
祭
に
、
全
国
的

に
は
水
無
月
（
六
月
）
の
大
祓
に
設
け

ら
れ
る
茅
の
輪
。
こ
の
輪
を
く
ぐ
り
抜

け
る
と
、
災
厄
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

う
中
、
妖
怪
ア
マ
ビ
エ
と
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト

リ
が
報
道
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
互
い

に
疫
病
を
予
言
し
、
姿
を
書
き
写
し
た

り
信
心
し
た
り
す
れ
ば
疫
病
除
け
の
効

力
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
疫
病
除
け
の
伝
承
と
し
て

最
も
古
い
の
は
、
備
後
国
風
土
記
（
奈

良
時
代
編
纂
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
蘇
民
将
来
の
説
話
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

神
代
の
昔
、
武
塔
神
（
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
）
が
蘇
民
将
来
と
巨
旦
将
来
と

い
う
兄
弟
に
宿
を
求
め
ま
し
た
。
弟
の

巨
旦
将
来
は
裕
福
な
身
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
宿
を
拒
ん
だ
の
に
対
し
、
兄

の
蘇
民
将
来
は
貧
し
い
身
で
は
あ
り
ま

し
た
が
快
く
お
泊
め
し
、
心
温
ま
る
接

待
を
し
ま
し
た
。 

武
塔
神
は
大
変
喜
び
、
再
び
蘇
民
将

来
の
家
に
訪
れ
「
こ
の
地
に
悪
い
病
気

が
流
行
っ
た
時
は
、
蘇
民
将
来
の
子
孫

で
あ
る
と
言
い
、
茅
の
輪
を
着
け
な
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
病
気
を
ま
ぬ
が
れ
る

で
し
ょ
う
。
」
と
茅
で
作
っ
た
輪
を
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
疫
病
が
流
行
し
ま
し
た

が
、
言
わ
れ
た
通
り
に
し
て
い
た
蘇
民

将
来
の
一
家
だ
け
が
難
を
逃
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
故
事
に
基
づ
き
「
蘇
民
将
来
子

孫
」
と
書
い
て
門
口
に
貼
れ
ば
災
厄
を

ま
ぬ
が
れ
る
と
い
う
信
仰
が
生
ま
れ
、

水
無
月
の
大
祓
に
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
抜

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

い
く
ら
医
学
が
進
歩
し
て
も
病
は
人

智
を
超
え
た
脅
威
で
あ
る
こ
と
は
昔
か

ら
変
わ
ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
伝
承
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
無
病
息
災
を
祈
り

茅
の
輪
を
く
ぐ
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。 

今
年
の
夏
越
祭
に
つ
い
て 

茅
の
輪
く
ぐ
り
7
月
29
日
・
30
日 

午
後
6
時 

本
殿
祭
・
氏
子
初
穂
奉
幣
式

神
職
と
氏
子
奉
幣
使
（
観
音
崎
町
総

代
林
真
一
郎
様
）
の
み
で
斎
行 

 

【
中
止
の
行
事
】

福
引
大
会
・
夏
ま
つ
り
の
夕
べ
・
盆
踊

り
大
会
・
御
神
輿
海
上
渡
御
・
第
67
回

花
火
大
会 

              

林
間
学
校
の
中
止
に
つ
い
て 

 

本
年
林
間
学
校
は
開
校
70
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
中
止
と
致
し
ま
し
た
。 

人

形

ひ

と

が

た

・

車

形

く
る
ま
が
た 

皆
さ
ま
の
災
厄
を
託
し
た
人
形
・
車

形
は
、
本
殿
祭
で
お
祓
い
し
た
後
、

関
門
海
峡
の
清
流
に
放
ち
、
身
の
上

の
諸
々
の
災
難
を
取
り
除
き
ま
す
。 

         

人
形
・
車
形
は
お
宮
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
社
務

所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
直
接
ご

持
参
の
方
は
30
日
の
午
後
5
時
30

分
ま
で
に
お
納
め
下
さ
い
。 

 

秋
季
例
大
祭
亀
山
能
・ 

献
茶
式
の
中
止
に
つ
い
て 

 

亀
山
能
・
献
茶
式
は
準
備
の
都
合
上

中
止
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
秋
季
例

大
祭
の
他
の
行
事
は
検
討
中
で
、
決
定

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

アマビエとヨゲンノトリ御朱印 

そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い 

こ
た
ん
し
ょ
う
ら
い 

か
や 



言
う
ま
で
も
な
く
「
こ
の
よ
う
な
」

状
況
下
に
お
い
て
、
話
題
の
中
心
に
な

る
の
は
「
見
え
な
い
相
手
」
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
早
二
十
年
近
く

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。「
二
十
一
世
紀

は
、
価
値
観
が
多
様
化
し
、
心
の
時
代

に
な
る
」
と
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
心
も

ウ
イ
ル
ス
も
見
え
な
い
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
く
て
は
な
ら

な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
）
に
よ
っ
て
、
個
人
単
位
で
情
報
発

信
が
で
き
る
社
会
と
な
っ
た
。
一
見
便

利
に
見
え
る
が
、
よ
り
複
雑
化
し
た
社

会
と
な
っ
た
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ

る
。 冒

頭
の
「
こ
の
よ
う
な
」
状
況
下
に

お
い
て
、
情
報
だ
け
が
無
秩
序
に
発
信

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
今
だ
か
ら
こ
そ
「
心
の
時
代
」
と
捉

え
、
情
報
の
受
け
手
側
、
す
な
わ
ち
個

人
自
ら
の
感
性
（
受
け
手
の
感
情
）
を

大
事
に
し
た
い
。
こ
れ
は
「
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
言
わ
れ
る
が
、
簡
略

す
る
と
「
情
報
の
捉
え
方
」
で
あ
る
。 

日
常
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、「
こ
の
よ

う
な
」
状
況
下
こ
そ
、
素
直
に
自
ら
の

心
に
手
を
あ
て
、
人
や
社
会
と
の
関
係

性
を
見
つ
め
直
し
、
災
厄
に
よ
る
社
会

の
混
乱
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。「
捉
え

方
」
次
第
で
、
そ
の
先
の
未
来
は
大
き

く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。 

（
小
月
高
雄
町
在
住
） 

       

 

五
穀
祭
初
穂
料
奉
納

 

ご 

奉 

納 

熊
鷹
稲
荷
神
社
鈴
緒 

唐
戸
町 

三

好

 

博

康 

マ
ス
ク 

長
門
町 

天

恵

堂

薬

品 

大
和
町 

星
野 

眞
紀
子 

東
京
都 

大

野

 

義

彦 

ご
芳
志
あ
り
が
た
く
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

金
五
万
円 

山

口

合

同

ガ

ス 

豊

島 
喜

代

次 

金
三
万
円 

西
日
本
液
化
ガ
ス 

金
二
万
円 

新

ホ

ー

ム 

金
五
千
円 

林

 

伸

之 
 山口県下関市の唐戸市場 

で、地元の亀山八幡宮が行 

う凧
たこ

揚げ大会があり、私も 

参加した。その１週間後に 

俳句大会にでることになっ 

ていて、句材を集めようと 

思ったのだ。 

 大会に持参した凧は、凧 

作り教室で自作したもの。 

ひし形の和紙に筆で大きく 

「夢」と書いた。私はのん 

びり屋で、友人から「夢見 

る夢子ちゃん」「夢ちゃん」

と呼ばれていたことがあり 

好きな言葉になった。 

 

当日は晴れていて、ほど 

よい風が吹いていた。糸を 

繰り出さなくとも凧がぐん 

ぐんと上昇していき、快感 

だった。100 ㍍ある糸が足 

りなくなり、継ぎ足したほ 

ど。だが、近くで揚がった 

巨大な凧の太い糸に絡まっ 

て切れ、私の「夢」は関門 

海峡に落ちてしまった。 

残念だったが、結果は滞 

空時間の部門で３位に入っ 

た。俳句大会でも「凧作り 

夢の一字を 大書せり」 

と詠んで４位入賞。すっか 

り凧の魅力にはまったので 

来年もぜひ参加したいと思 

っている。 

（山口県下関市 無職  

広田智恵子 81 歳） 

令和２年２月２５日 読売新聞掲載

※文中の俳句大会・凧作り教室はともに亀山八幡宮の主催行事です

㈱
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル 

代
表
取
締
役 

創
業
支
援
カ
フ
ェK

A
R
A
S
T
A
.

（
カ
ラ
ス
タ
） 

代
表 

北 き
た 

尾 お 
 

洋 よ
う 

二 じ 



 

 

五
穀
祭
本
殿
祭 

氏
子
初
穂
奉
幣
式 

五
月
三
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
予
防
の

た
め
参
列
者
の
い
な
い
中
、
神

職
と
氏
子
奉
幣
使
河
村
憲
一
郎

様
の
ご
奉
仕
で
神
事
を
、
続
い

て
お
亀
さ
ん
顕
彰
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。 

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
子

供
す
も
う
大
会
・
八
丁
浜
総
踊

り
・
銘
酒
献
酒
式
・
柔
道
剣
道

大
会
・
砲
術
演
武
は
中
止
。
緊

急
事
態
宣
言
下
で
静
寂
に
包
ま

れ
た
春
祭
り
の
期
間
で
あ
り
ま

し
た
。 

祭 
事 

暦
（
予
定
） 

7
月 1

七
夕
ま
つ
り(

～
7
日) 

5
貴
船
神
社
夏
越
祭(

貴
船
町) 

15
椋
野
八
幡
宮
祇
園
祭 

30
夏
越
祭
本
殿
祭 

8
月 6

椋
野
八
幡
宮
風
鎮
祭 

12
盆
祖
霊
祭(

～
15
日) 

9
月 13

貴
船
神
社
例
祭(

貴
船
町) 

13
五
穀
神
社
例
祭(

田
中
町) 

21
秋
季
祖
霊
大
祭 

22
宮
地
嶽
神
社
例
祭 

22
貴
布
祢
神
社
例
祭(

丸
山
町) 

10
月 3

子
供
す
も
う
大
会
・
華
展 

4
椋
野
八
幡
宮
例
祭
・
華
展 

10
献
魚
献
菜
献
果
式
・
奉
納
吟
詠 

11
秋
季
例
大
祭
・
御
神
幸 

25
氏
子
町
内
親
睦
球
技
大
会 

11
月 3

明
治
祭 

3
菅
原
神
社
例
祭(

南
部
町) 

3
旭
神
社
例
祭(

入
江
町) 

8
大
国
神
社
例
祭(

東
南
部
町) 

10
熊
鷹
稲
荷
神
社
例
祭(

境
内) 

15
七
五
三 

22
椋
野
八
幡
宮
新
嘗
祭 

23
新
嘗
祭 

12
月 13

煤
払
式 

28
餅
つ
き 

29
椋
野
八
幡
宮
大
祓
式 

30
大
祓
式 

※
毎
月
1
日
・
15
日
は
月
次
祭 

※
毎
月
1
日
は
早
起
会 

安 産 祈 願（戌の日表） 

７月 ６日(月)・１８日(土)・３０日(木) 
８月１１日(火)・２３日(日) 
９月 ４日(金)・１６日(水)・２８日(月) 

１０月１０日(土)・２２日(木) 
１１月 ３日(火)・１５日(日)・２７日(金) 
１２月 ９日(水)・２１日(月) 
１月 ２日(土)・１４日(木)・２６日(火) 

□安産のご祈願や岩田帯のお祓いは、犬の安

産にあやかり戌の日が選ばれますが、都合

の良い日にお参りされても受付します。 

□腹帯（マタニティーガードルなど）はご持

参下さい。御朱印を押しお祓いをします。 

□ご本人に代わってのご祈願の場合は、ご夫

婦のお名前・生年月日・住所をご確認の上

ご参拝下さい。 

七 五 三 
３歳、５歳、７歳を迎えたお子様の健やかな成

長をお祈りします。 

３歳（男・女児）…平成３０年生まれ 

５歳（ 男児 ）…平成２８年生まれ 

７歳（ 女児 ）…平成２６年生まれ 

□神社は数え年でのお参りを基本としますが、

お子様の成長に合せ、満年齢でお参りされて

も差し支えございません。 

□御守・千歳飴・風船等を授与します。 

□お土産用(千歳飴・おもちゃ)もご用意してい

ます。(お初穂料 1,000 円)  

□１０月や１２月、正月に里帰りされた時など

でも受付します。 

□儀式殿で会食もできます。（会食の予約・問い

合せ先☎083-233-1986） 

亀山八幡宮儀式殿 

宮参り・還暦などの祝宴、会合やご宴会  

などにもご利用下さい。 

ご予約・お問合せ 

☎０８３-２３３-１９８６ 

亀山八幡宮 

ホームページ 
Facebook・Instagram 

もご覧下さい 

氏子奉幣使祭文奏上 
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